





























































































































































































































































































































































この検証では、顔認識システムを使用する との有効性についてやや否定的な結果が出た。醍醐寺薬師如来像を仏師快慶、仏師堯円またはナシを候補 して提示したが、堯円は一四世紀初めに活動した仏師であり 快 とは約一○○年離れた時代の仏師になり従来の研究 は考えられない結論 ある。快慶作品と堯円作品を比較すると、顔の輪郭、頬の丸みなど、全体 みると異なる作者の作品だとわかるが、目が大きく、特に下瞼に強く弧を彫りあらわす点には両者の作風に通じるところが見られる。こ ように、顔認識システム 類似 いる 推定、判断した は 従来の研究結果とは違う意見が含まれていて、この判断が直ちに正し とは言えないが、 れを一つの意見として参考にすれば、これまでとは違う新たな視点からの研究 契機になる可能性 ある。しかし 実際には今回使用したソフトウェアでは仏像 者個々人 作風の違いを 、作者 同定 はまだむず いよう 思われる。
このシステムを利用して作者の同定をおこなうために 画像に工夫をする必要があるのではないだろうか。たと










題だけではなく、使用した画像に問題があった可能性も考えられる。今回は、多くの作品 検証 こと 重点をおき、画像の質をかならずしも優先しなかったために、書籍に掲載さ てい 大きさ 質、あるいはスキャニング時の設定等によっては、良質ではない画像が含ま ていたことは否めない。顔として認識した画像と認識しなかった画像にはどのような違いがあっただろうか。カラー画像とモノクローム画像では認識結果に大きな差はなかった。それよりも、撮影時 光の状態によって顔の一部が白く飛んでいる画像、金箔が一部はがれてまだらになっているもの、金箔がすべてはがれて漆 黒色だけになって るような漆箔像は、顔 して認識しにくい傾向があるように思われる。また、光背など背景が写って るもの、画質が粗いものなど、これら 顔として認識されにくい傾向があ た。
画質の良い画像の方が顔として認識される確率は高かったが、画質が良ければかならず顔として認識するわけでも
ない。たとえば、醍醐寺日光菩薩像（左脇侍） 画像は一眼レフカメ で撮影した高精度のデジタル画像である 、Picasa3
では顔として認識しなかった。その理由は作品の保存状態による顔の細部の表現などにあるのだろう。
これらの点からは、良質の画像を利用 、色彩によ 違いで認識に差 ないのであれば色やコントラストなどを補














その結果として、顔認識システムは仏教彫刻作品の顔を人の顔と同じように顔として認識することが確認できた。顔として認識した割合はかならずしも高くないが、顔認識システム 利用する めの前提としてはクリアできるレベルと思われる。さらに、著名な仏師の作品の方が高い認識率であったことは、それらの作品が写実性にすぐれた作品であることを示していると考えられ、今後この技術を利用する際それを評価するこ にも使えるのではないだろうか。しかし、より正確な比較のためには、認識率をさらに高める必要がある。どのような画像であるならば高 確率で認識するのか このこと 検討が重要である。
作者の同定については、個人作家の違いを判別できるとは言いがたく、その結果を採用することはむずかしい。作
者の同定は、人間の目による観察がまだはるかにすぐれている。しかし、こ 技術でも部分的 判断 は有効性もみられ、次につながる可能性を提 できた で ないだろうか。今後は、従来の研究方法と平行して、顔認識システムを活用していく手段を探りたい。







































現在両脇侍が執る持物は取り違えられている 思わ ことから、本稿では日光菩薩像（左脇侍） 、月光菩薩（右脇侍）と記す。
一二
日本仏教彫刻史研究における顔認識システム利用の有効性について
33
（9）中野玄三『法界寺』 （一九七四年、中央公論美術出版）
　
中野玄三「日光・月光両菩薩像」 （山崎正和、岩城秀雄『古寺巡礼
　
京都
29　
法界寺』一九七八年、淡交社）
　
（（1）久保田綾「醍醐寺木造倶生神立像―快慶作品の一例として
―」 （第六八回美術史学会全国大会口頭発表、
二〇一五年）
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大正大学大学院研究論集
　
第四十二号
一四
（図１）薬師如来及び両脇侍像のうち薬師如来像　京都　醍醐寺（金堂）
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一五
（図２）同前　日光菩薩像（左脇侍）（図３）同前　月光菩薩像（右脇侍）
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一六
（図４）日光菩薩像　京都　法界寺（図５）月光菩薩像　京都　法界寺
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一七
（図６）倶生神像　京都　醍醐寺（霊宝館）
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一八
［図版出典］
（図１）～（図６）大正大学副島弘道研究室撮影
［付記］
本稿は、二〇一六年度大正大学大学院学術研究助成金による研究課題「鎌倉時代仏教彫刻史研究―顔認識システム
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